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20１9 年6 月22 日 
株式会社日本レースプロモーション 

 
6 月 22 日（土）～23 日（日） 

2019 年 全日本スーパーフォーミュラ選手権 第 3 戦 スポーツランド SUGO 
 

予選結果速報 
山本 尚貴（ドコモ・チーム・ダンディライアン・レーシング）が、ポールポジションを獲得！ 

 

2019年 全日本スーパーフォーミュラ選手権第3戦 SUGO 公式予選が、スポーツランドSUGO インターナショナルレーシングコース（1

周： 3.704 km）で行われ、山本 尚貴（ドコモ・チーム・ダンディライアン・レーシング）が、1 分4 秒532 のタイムでポールポジションを獲得

した。また山本はQ2において、昨年、野尻 智紀（チーム・ムゲン）が記録したコースレコードを0.742秒上回る1分3秒953で更新した。 

 

 今大会は、予選Q1 の方式を変更。コース幅が狭くコース距離が短い SUGO の特徴を考慮し、トラフィックを解消し安全かつ十分なアタ

ックタイミングを確保する為、全20 台を 2 つのグループ（A 組と B 組、各10 台）に分け、各グループ上位6 台の合計12 台が Q2 に進出

する方式で行われた。 

曇り空の中、ドライコンディションでスタートした Q1 では、開幕を制したニック・キャシディ（バンテリン チーム トムス）、前大会を制した

関口 雄飛（イトウチュウエネクス チーム インパル）らがノックアウトされる波乱の展開。Q2では、上位9台がコースレコードを更新。平川 

亮（イトウチュウエネクス チーム インパル）もコースレコードを更新したが、9 位で敗退となった。続く Q3 は、アレックス・パロウ（ティーシ

ーエス・ナカジマレーシング）が SP アウトコーナーでコースアウト。直後、チームメイトの牧野 任祐も同じ場所でコースアウトしクラッシュ、

赤旗中断となった。その後、車両の撤去作業およびスポンジバリアの修復など、コースの安全設備の復旧に時間を要するとの判断により、

そのまま予選は終了となった。 

その結果、山本が1分0４秒532でポールポジションを獲得。2位に1分10秒761の野尻 智紀（チーム・ムゲン）、3位にはルーカス・

アウアー（ビーマックス・レーシング ウィズ モトパーク）が 1 分11 秒475 のタイムで続いた。 

 

 決勝レースは、6 月23 日（日）14 時20 分スタート予定。 

 ＊記録の詳細は、別途添付公式通知「公式予選総合正式結果表」をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポールポジションを獲得した、山本 尚貴（ドコモ・チーム・ダンディライアン・レーシング） 

 

 

 

 

 

＊この件に関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。 
株式会社日本レースプロモーション（http://www.superformula.net/） 

102-0074東京都千代田区九段南2-3-25 平安堂ビル 
e-mail：media@superformula.net  Tel:03-3237-0131 Fax：03-3237-0135 

 



 

 

 


